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その他の質問

その他の質問

委 員 会 審 査委 員 会 審 査
ＬＰガス使用世帯支援事業
質問 支援事業の補助期間と値引きの確認方法は

答え 補助期間は今年の１月から９月を想定している。こ
れは、国のエネルギー対策としてガソリンや都市ガスの補
助時期に合わせたもの。今回は、県のＬＰガス協会を通して
契約世帯へ現金給付（口座振替）する。なお申請の際は、直
近1か月分の領収書を添付して協会へ申請することとなる。

自分たちの足元にある地域資源をビジネスに変
えていく
質問 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業とは

答え 天水地区をモデルに、地域の環境・経済・社会をより
良くするため、身近な地域資源を活用したビジネスや事業
展開に向けた土台づくりを行うもの。地域の担い手を育成
し、地域の活力を最大限に発揮できるよう、持続可能な組
織づくりを目的としている。

サテライトオフィス等の進出を支援
質問 サテライトオフィス等進出支援補助金等の内容は

答え 市外から進出入居する企業へ、１企業につき100万円
を支給。その他、誘致ツアーの実施等に1,200万円、空き店
舗改修費用等に5,400万円を計上しており、雇用拡大や地域
活性化を図る。（国の交付金1/2）

インバウンド効果に期待
質問 ヘルスツーリズム※の旅先として選んだ２か所、決
め手は何か

答え 癒しと食のツアーに焦点をあてたもの。①蓮華院誕
生寺はガイドブックにない秘密のパワースポット。②天水地
域からの絶景を眺め、サウナを体験し、食を楽しむツアー。

いずれも旅館ホテ
ルのウェブサイト
などで販売。
※ヘルスツーリズム：
旅行を楽しみなが
ら、健康増進を図
るもの。

まちなか未来プロジェクトで研修へ
質問 先進地を選ぶ際の基準は

答え 候補自治体は、東日本２か所、西日本１か所。選定基
準は、本市が目指すまちづくりに特化した自治体。①駅を中
心としたまちづくりに取り組む。②エリアプラットフォーム※

を作っている。
※エリアプラットフォーム：行政・学識者・商工団体・金融・市民団体
など様々な方が集まる会議の場。

公立保育園ＩＣＴで業務改善
質問 改善される業務は何か

答え 出席状況の管理や、保護者との双方
向の連絡、緊急通報、給食の献立の配信によ
るアレルギー対策などがある。

公立保育園IＣＴ化の予算は
質問 購入する物品に対して予算額が倍以上あるが

答え 見積もり金額で予算を計上している。入札をかける
段階でおそらく下がると考える。

出産子育て応援給付金
質問 応援給付金はどの段階で支給されるのか

答え 妊娠の届け出時点で５万円（出産準備金）、出生届け
を出した時点で５万円（子育て応援給付金）を支給する。

中学生年代のクラブチームの現状は
質問 クラブチームの発足数（スポーツの種類ごと）は把
握できているか

答え すべての把握は出来ていないが、地域移行コーディ
ネ―ターが各中学校を回り、部活動指導者に聞き取りやア
ンケートを実施しながら、把握に努めている。

中学校部活動地域移行の現状は
質問 中学校部活動地域移行検討委員会の議論では、部活
動から社会体育への移行は、どの程度話が進んでいるのか

答え 実質的に移行が出来そうなところも何か所かあるた
め、保護者への説明なども考慮したうえで、９月ぐらいから、
種目ごとに順次移行していきたい。
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質 問
小中学校の防犯対策・侵入者対策

強化のため、早急な防犯機器の配

備が必要では

　学校は安心して学べる場所でなければな
らない。そのためには、学校管理者が具体
的な防犯対策を講じることが大切である。
命を守るための防犯機器（ネットランチャ
ー・防犯盾・催涙スプレー等）を早急に配
備しては。

教育
部長
市長

必要な設備は、学校と十分に協議

し、補助事業を活用し整備に努め

ていく

　小中学校の防犯対策状況は、ネットラン
チャーや防犯盾の配備はしていないもの
の、催涙スプレー、さすまた、警棒、ヘル
メット等を配備し、不審者侵入防止策を講
じている。また、学校ごとの取組として、
危機管理マニュアルの再点検や教職員の対

応力向上を目指す研修等の開催を行ってい
く。
　防犯対策の整備に補助事業等
を活用し、真に必要な防犯機器
等の配備を進めていく。

質 問
熊本地震以降、雨漏りが続く伊倉

小学校の校舎。安心安全確保のた

め、早急な解決策を

　熊本地震から７年が経過しても、いまだ
に教室と階段の雨漏りが続いている。学校
は安全で安心な場所でなければならない。
事故等を未然に防ぐため、危険箇所を点検
把握し早急な対応を求める。

教育
部長

雨漏り箇所を特定できる有効な手

段を見つけ、解消に繋げたい

　伊倉小の雨漏りは、階段の天井と教室の
一部で発生している。調査や補修を行って
いるが、現状の調査方法では雨漏りの原因
を特定できず、解消には至っていない。今
後、雨漏り箇所を特定できる有効な手段を
見つけ、可能な範囲での雨漏り解消を行
う。次に小中学校の危険個所は、市職員に

よる目視確認や学校からの随時連絡により
把握し、優先度の高いものは可
能な限り対応している。今後も
危険個所把握に努め、適宜必要
な補修等を行っていく。

質 問
教育環境の整備は丁寧かつ早急

に。豊水小と大浜小の統合はいつ

になるか

　両小学校の児童数と学級数の現状は。ま
た、豊水小においては複式学級での授業が
行われているが、その課題は何か。さらに、
今後両校が統合するまでの具体的なスケジ
ュールと新しい学校づくり委員会の役割は。

教育長
教育
部長

新しい学校づくり委員会を設置

し、令和７年４月開校を目指して

準備を進める

　大浜小の児童数は、128名の６学級。豊
水小の児童数は、44名の４学級で４学年
が複式学級。複式学級では、担任が２学年
を交互に指導し、人間関係が固定されがち
で、団体競技ができにくいのが課題。６月
に豊水小の学校運営協議会・ＰＴＡ三役か
ら、大浜小との統合を急いでほしいとの要

望があり、今後、住民の声を聴き、新しい
学校づくり委員会を設置し、令和７年４月
開校を目指す。委員会では、学
校の名称、校歌等、開校に向け
た基本的な事項を協議する。

● 福祉事業における社
会福祉協議会の取組

● 台湾スタートアップ事
業

● 玉名市公式LINEカ
スタマイズ

▲伊倉小の雨漏り対策
▲ホルダー付きネットラ

ンチャー（左）
　防犯盾（右）

▲豊水小複式学級の授業風景

予 算 決 算 委 員 会 ６月22日㈭

玉名市過疎地域持続的発展計画の変更について
質問 今後も計画の変更はあり得るのか

答え 今回の変更は、当初の計画になかったものを提案し
ている。今後も盛り込むべき事業が出てきた場合、随

ず い じ

時変
更する予定である。

工事請負契約の変更について
質問 漁港のしゅんせつ土砂の処分場の変更の経緯は

答え 昨年10月の台風で、処分場の護
ご が ん

岸の一部が崩壊した
ため、護岸の補修工事が行われていたが、復旧作業が間に合
わないとの申出があり、処分場を変更することとした。

総 務 委 員 会 ６月23日㈮

最低賃金大幅引上げに関する請願
内容 請願内容は、最低賃金を1,500円以上に引上げ、全国一律化を求める意見書を国に提出するもの。反対討論があり、国の
方針は、一過性ではない構造的賃上げの実現に取り組むことに加え、全国平均を時給1,000円に引上げる方向性を強く示してい
る。よって状況を注視すべきとの内容であった。

建 設 経 済 委 員 会 ６月26日㈪

文 教 厚 生 委 員 会 ６月27日㈫

▲普賢岳や有明海を一望できる、草枕温泉てんすい
の展望サウナ
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質 問
こどもまんなか社会の実現に向け

た取組強化を

　４月からこども家庭庁が創設され、こど
もまんなか社会への取組が強化される。市
としても子ども・若者・子育て当事者の声
を聴く取組強化と、現在実施中の玉名未来
づくり研究所の活動を拡充しては。

市長
関係各課や関係機関と一層の連携

を行い、切れ目のない支援を行っ

ていく

　令和５年４月施行の「こども基本法」に
基づき、対象となるこどもや子育て当事者
等の意見を広く聴取し施策に反映させるた
め、Ｗｅｂの活用も含め様々な方法を検討
していく。また、玉名未来づくり研究所の
活動に加えて、まちなかの商業施設に若者
の居場所をつくり、若者が地域に触れ、考

え、行動する事業や高校生の探求活動など
を展示する事業予算を今議会に計上してお
り、こうした活動を通じて、若
者の声を聴いていく。

質 問
災害時に電源がなければ災害対策

本部は一切機能しない。非常用電

源確保の現状は

　災害対策本部が設置される本庁舎と一次
避難所の非常用電源確保の現状は。また、
今年５月に完成した熊本県防災センターと
の連携は。

総務
部長

非常用電源を備え、本庁舎は72

時間以上の電源を確保

　本庁舎及び一次避難所となる施設には非
常用発電機を備え付けている。機器点検と
燃料の確認等を施設ごとに適宜実施するこ
とで、非常時の電源確保対策を行ってい
る。災害対応の本部となる本庁舎は、72
時間以上の電源確保が可能となっている。
　また、県防災センターとの連携は、ネッ
ト回線だけでなく多様な手段を用いてお

り、連絡手段の断絶が起こらない仕組みで
ある。各種防災関連システムを活用し、県
と市で双方向の情報発信・収集
が可能であり、災害対応の連携
を図っている。

質 問
統合予定小学校の新校舎建設に

は、関係住民の意見を十分に反映

させて

　天水中敷地内に建設される統合予定小学
校。その業者選定方法や今後のスケジュー
ルは。また、学校関係者や住民の意見は基
本設計にどう反映していくのか。

教育長
教育
部長

学校づくり委員会の意見を参考

に、地域、学校、保護者からの声

を大切に進める

　小学校の基本設計は、本年度５月に条件
付一般競争入札で業者を選定し契約を行っ
た。今後は、学校づくり委員会の意見を参
考に校舎等の配置計画案の検討を進める。
また、施設の管理や整備等に関することは、
学校運営協議会の承認が必要で、設計の段
階で学校運営協議会委員、学校長、現ＰＴ

Ａ役員に加え、開校後に通学する児童の保
護者から幅広い意見を聴取し設
計に反映させていきたい。

● 自治会等のデジタル
化

● 熱中症対策の推進
● お悔みコーナー導入

● 公共施設の包括管理
業務委託

▲熊本県防災センター内の災害対策本部

▲ 統合予定小学校は
天水中の敷地内に建
設予定

質 問
地域防災の要である自主防災組

織。その概要や組織への支援策は

　近年、地震や豪雨の発生で甚大な被害が
出ており、本市においても大雨や台風の影
響で避難所開設の回数も増加している。自
主防災組織は、地域防災の要と考えるが組
織の概要や組織への支援策を問う。

総務
部長

258行政区のうち183行政区で

組織し、防災意識の啓発と費用を

支援している

　自主防災組織として活動する地域の世帯
数を、市全域の世帯数で割った世帯カバー
率は83.2％である。組織の活性化に向け、
県の自主防災組織活動支援員や市職員が、
地域に即した防災講話を行うことで、防災
意識の啓発に努めている。また、費用面の
支援では組織に対する補助金を活用でき

る。これまでの実績は、避難訓練等の防災
活動に約48万円（49件）。ヘルメット等
の防災資機材の購入に約485万
円（49件）、で、引き続き活用
促進を行っていく。

質 問
困窮する農水産業。今後も支援継

続が必要不可欠と考えるが

　コロナ禍やロシアによるウクライナ侵攻
の影響による生産資材等の高騰は、農水産
業の経営を直撃。販売価格への転嫁が難し
い生産者にとって、物流業界の2024年問
題も迫り、経費はかさむばかり。生産者側
に立った継続的な力強いサポートが必要と
考える。

市長
きめ細かく速やかな支援は重要で

あり、真に必要とされる支援を展

開していく

　これまでにも、国、県からの予算を積極
的に活用し、様々な独自支援策に取り組
み、多くの生産者や関係者の方々から一定
の評価をいただいている。全国に誇れる産
地としての持続的な発展に必要となる予算

措置や追加的支援事業の構築等に対処した
い。一方で、他産業の持続化や市民の皆様
の豊かな生活のための支援も必
要なことから、それらの優先度
を踏まえた財源の確保に努める。

質 問
まちなか未来プロジェクトの推進

に大きな期待。まちなかの賑わい

を取り戻せ

　以前賑わっていた商店街もシャッターの
下りた店舗が目立ち、夜間は人通りも少な
く閑散としている。旧庁舎跡地や旧公立玉
名中央病院跡地の利活用、JR玉名駅周辺
の再整備には大きな期待が寄せられてい
る。グランドデザインの策定はいつになる
か。

建設
部長

まちなかの賑わいを再生するグラ

ンドデザインは、令和6年度の完

成を目指す

　現在、庁内20課から職員42名で構成す
る「まちなか未来プロジェクトチーム」で、
各課が抱える課題の抽出、本市の現状や将
来について議論・検討を進めている。今後
は、チーム内に道路などのインフラ整備・

公共施設などの複合化・魅力発信などを検
討する分科会を設置し、年度内には、グラ
ンドデザインの素案を策定し、
令和６年度の完成を目指す。官
民一体となり、スピード感をも
って取り組んで行く。

● 天水地区の過疎対策
の進捗状況と今後

● 天水中学校区の学校
再編

● 玉名いだてんマラソ
ン

▲真剣に取り組んだ防災
訓練の様子

▲取り壊し予定の旧公立玉名中央病院。今
後の賑わい創出に期待
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‐𠮷田委員長の感想‐

　８つの質問に対し、各委員が市の現状を再確認し細かいところまで回答することができたと思う。
ただ、質問事項は出席されたメンバー以外から出されたものもあり、こちらから回答した後の意見
交換まで発展できなかったことは残念であった。今後は、回数を重ねながら市民の皆さんの声を市
政に反映できるような意見交換会を目指したい。

玉名青年会議所玉名青年会議所とのとの意見交換会意見交換会 VOL
.２

❶子育て支援の充実をお願いしたい

❷オーガニック給食は、現実的に可能か

❸スポーツ施設

❼TSMC関連企業の進出による玉名市への
波及効果

❹マクドナルド店舗前の渋滞解消

❺新玉名駅周辺の今後の開発

❻玉名駅通り、旧庁舎跡地等

❽議会委員会にはどのようなものがあるか

議会広報広聴特別委員会

人と文化を育む地域づくり

玉名青年
会議所から
の質問

第２回目の意見交換会を開催して

賑わいと活力ある産業づくり

便利で快適な都市づくり

議会に関すること

　令和５年４月21日、市庁舎にて第２回目となる意見交換会（楯岡大輝理事長ほか５名出席）を開催し
ました。
　今回は、玉名青年会議所から事前に市政に関する質問を出していただき、それに対して各委員が調査
したことを回答するという方法で実施しました。

先 進 地 視 察 レ ポ ー ト

【兵庫県西脇市】

◉テーマ『「議会と語ろう会」の取組』
◉テーマ『議会だよりの編集』

　「市民との意見交換会」の取組は、交換会で出された意見や提案等を再度議員間で討議して、重要な事柄は常任委員会に提出し、

さらには議員による政策提言や市執行部へ提出するなど、交換会を一過性のものにせず市民の声を大切に扱っており大変参考になっ

た。

　また、議会だよりモニター制度（読者モニター）を導入し、市民が議会報編集に参画することで議会に関心を深めてもらう

取組をされていた。広報広聴活動は、市民との接点であると改めて認識し、今後の委員会活動を推進すべきと意を新たにした。

【兵庫県丹波市】

◉テーマ『市民との意見交換会』
◉テーマ『議会だよりの編集』

５月17日～18日 議会広報広聴特別委員会　（委員８人）

【長野県伊那市】

◉テーマ 『高校生の議会傍聴、  
高校生との意見交換会』

　地域の宝である子どもたちに地域の未来を考える機会をつ

くり、地域の将来を支える人材を育成するための取組がなさ

れていた。

　意見交換会実施要領を作成し、要領に基づき、常任委員会

ごとにテーマを設定し意見交換会が行なわれている。

【長野県駒ヶ根市】

◉テーマ『市民と議会の意見交換会』

５月22日～24日 議会改革推進特別委員会　（委員８人）

委 員 会

　市民の声をどのように政策提言につなげていくか、仕組みや課題などを学ぶことが出来た。

　今後、議会として、どのように市民からの意見を政策につなげていくのか考えていくことが必要。

期　日 視察者 人数 内　容 対応した課

4月26日（水）米子市議会　会派：自由創政 10人 議会災害対応基本計画について 議会事務局

5月 9日（火）袖ヶ浦市議会　建設経済委員会 8人 6次産業の取組について 観光物産課

5月10日（水）高萩市議会　文教厚生委員会 5人
学校適正規模・適正配置の取組・小中一貫
教育について

教育総務課

5月11日（木）岡崎市議会　会派：公明党 3人 鳥獣被害対策について 林務水産課

5月15日（月）南さつま市議会　産業厚生委員会 10人 フードバンク玉名と地域との連携について くらしサポート課

行 政 視 察 の 受 け 入 れ 状 況行 政 視 察 の 受 け 入 れ 状 況 みんなの議会みんなの議会
LINEでもっと身近にLINEでもっと身近に

　６月定例会から、一般質問の予定項目がいち早く分かるよう、

玉名市公式LINEにて一般質問の掲載情報を通知することとな

りました。

　公式LINEの登録がまだの方は、この機会にぜひ友だち追加

をお願いします！

玉名市公式ＬＩＮＥ
登録はコチラ

スマートフォン
画面表示は
こんな感じです

【天草市】

◉テーマ『予算決算委員会の運営』

　玉名市議会では、昨年11月29日に予算決算委員会を設置し各定例会において審査を

行っているが、委員会に付託された案件の審査（質疑～委員会討議～討論～採決）に

とどまっておりその後の展開はまだ協議中の段階である。今回、平成28年度から取り

組んでおられる天草市議会予算決算委員会におけるその後の運営を学び、本市議会に

おいてもより充実した予算決算審査となるよう取り組んでいきたい。

４月27日 予 算 決 算 委 員 会　（委員22人）

①審査終了後の委員間の自由討議
②「決算に係る意見・要望」の取り
まとめ
③決算審査における重点審査事業
④議会改革調査特別委員会での再
検討

天草市議会の取組事例




